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高等教育の在り方・質保証

2005年 我が国の高等教育の将来像：高等教育の質保証
2008年 学士課程教育の構築に向けて：３P、内部質保証体制構築
2012年 新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて

教学マネジメント、学修成果重視、FD/SD
2010年～「分野別の教育課程編成上の参照基準」（日本学術会議）
教員養成の質保証は？ ー教職課程の質的水準ー



教職課程コアカリキュラム

文部科学省：教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会（2017年11月17日）
https://www.mext.go.jp /content /1421964_2_1_2.pdf

＊スライド4～5は、上記検討会資料より引用。

改訂
文部科学省：教育職員免許法施行規則等の一部を改正する省令の施行等について
（通知），教職課程コアカリキュラム（教職課程部会決定（2021年8月3日））
https://www.mext.go.jp /content /20210810-mxt_kyoikujinzai02-
000017343_3.pdf

＊スライド6～8は、上記検討会資料より引用。

https://www.mext.go.jp/content/1421964_2_1_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210810-mxt_kyoikujinzai02-000017343_3.pdf






教科及び教科の指導法に関する科目

＊旧：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）



各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）



各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）



道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び 生徒指導、
教育相談等に関する科目

旧：教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

（１）教育の方法論

（２）教育の技術

（３）情報機器及び教材の活用

「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」

「教育の方法及び技術」



「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」導入

（背景１）学習指導要領の改訂
情報活用能力：すべての学習の基盤能力、教科横断的に育成
小学校 ：プログラミング（必修）－プログラミング的思考力育成

中学校 ：技術・家庭科の技術分野（D 情報の技術）で計測・制御
に加えて双方向のあるコンテンツのプログラミングが追加

高等学校：「情報の科学的な理解」に裏打ちされた情報活用能力の育成
「情報Ⅰ」（共通必履修科目）、「情報Ⅱ」（必修科目）



「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」導入

（背景２）現職教員に求めるICT活用指導力
Ａ 教材研究・指導の準備・評価・校務などに

ＩＣＴを活用する能力（４項目）

Ｂ 授業にＩＣＴを活用して指導する能力（４項目）

Ｃ 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力（４項目）

Ｄ 情報活用の基盤となる知識や態度について

指導する能力 （４項目）



「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」導入

（背景３）学校教育でのICT環境の整備の加速
GIGAスクール構想：児童生徒一人一台。文具のように思考の

ツールとしての活用を目指す。

コロナ禍でのオンライン学習：対面、同時双方向、オンデマンド
ハイフレックス志向の授業設計

教員養成部会（第116回～125回）（2020年9月～2021年7月）
【参考資料】 教職課程におけるICT活用に関する内容の修得促進について

https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_kyoikujinzai01-000012386-7.pdf


教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正
について

文部科学省：
令和３年度教職課程認定基準等の改正に関する事務担当者説明会
「資料３」 （2021年9月10日）

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kyoin/1395208_00002.htm

＊以下、スライド14～26は、上記説明会【資料３】より引用している。

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kyoin/1395208_00002.htm








「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」
のコアカリキュラム

全体目標：

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法では、情報通信技術を

効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方並びに児童及び生

徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法に

関する基礎的な知識・技能を身に付ける。



「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」
のコアカリキュラム

（１）情報通信技術の活用の意義と理論

一般目標： 情報通信技術の活用の意義と理論を理解する。

到達目標： １） 社会的背景の変化や急速な技術の発展も踏まえ、個別最適な学びと協働
的な学びの実現や、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
の必要性など、情報通信技術の活用の意義と在り方を理解している。

２） 特別の支援を必要とする児童及び生徒に対する情報通信技術の活用の
意義と活用に当たっての留意点を理解している。

３） ICT支援員などの外部人材や大学等の外部機関との連携の在り方、学校
におけるICT環境の整備の在り方を理解している。



到達目標： １）育成を目指す資質・能力や学習場面に応じた情報通信技術を効果的に活
用した指導事例（デジタル教材の作成・利用を含む。）を理 解し、基礎的な
指導法を身に付けている。

２）学習履歴（スタディ・ログ）など教育データを活用して指導や学習評価に活用
することや教育情報セキュリティの重要性について理解している。

３） 遠隔・オンライン教育の意義や関連するシステムの使用法を理解している。

４） 統合型校務支援システムを含む情報通信技術を効果的に活用した校務の
推進について理解している。

（２）情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進

一般目標： 情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の
在り方について理解する。

「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」
のコアカリキュラム



「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」
のコアカリキュラム

到達目標： １） 各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間（以下「各教科等」という。）
において、横断的に育成する情報活用能力（情報モラルを 含む。）につい
て、その内容を理解している。

２） 情報活用能力（情報モラルを含む。）について、各教科等の特性に応じた指
導事例を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。

３） 児童に情報通信機器の基本的な操作を身に付けさせるための指導法を身
に付けている。 ※小学校教諭

（３）児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を
育成するための指導法

一般目標： 児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成
するための基礎的な指導法を身に付ける。
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１ ◎                 ○ 

ガイダンス、授業の意義と

目標，教育の情報科の概

要 【１章、付録】 

２                ○ ○ 〇 
情報活用能力の育成 

【２章】 

３       ○       ○ ○ ○ 
ICT を活用した教材開発と

指導例 【３章】 

４       ○ 〇           
教育データを活用した評

価 【４章】 

５         〇       ◎   情報モラル教育 【５章】 

６   ◎   〇           ○ 
IＣＴを活用した特別支援教

育 【６章】 

７     ◎   ○   ◎       
校務の情報化とＩＣＴ環境

の整備 【７章】 

８           ◎       ○ 
遠隔・オンライン教育 

 【８章】 

◎ ←到達目標に係る授業を単独の授業回で行う場合 

○ ←到達目標に係る授業を複数の授業回にわたって行う場合 

全体目標 

情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法では、情報通信技術を効果的に活用した

学習指導や校務の推進の在り方並びに児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を

育成するための指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。 

（１）情報通信技術の活用の意義と理論 

一般目標 情報通信技術の活用の意義と理論を理解する。 
 

到達目標 

１） 

社会的背景の変化や急速な技術の発展も踏まえ、個別最適な学びと協働的な学びの実

現や、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の必要性など、情報通信技

術の活用の意義と在り方を理解している。 
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環境の整備の在り方を理解している。 
 

（２）情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進  

一般目標 情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方について理解する。 
 
 

到達目標 

１） 
育成を目指す資質・能力や学習場面に応じた情報通信技術を効果的に活用した指導事

例（デジタル教材の作成・利用を含む。）を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。 
 

２） 
学習履歴（スタディ・ログ）など教育データを活用して指導や学習評価に活用することや教

育情報セキュリティの重要性について理解している。 
 

３） 遠隔・オンライン教育の意義や関連するシステムの使用法を理解している。  

４） 
統合型校務支援システムを含む情報通信技術を効果的に活用した校務の推進について

理解している。 
 

（３）児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法  

一般目標 
児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための基礎的な指導法を身

に付ける。 

 
 

到達目標 

１） 
教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間（以下「各教科等」という。）において、横断

的に育成する情報活用能力（情報モラルを含む。）について、その内容を理解している。 
 

２） 
情報活用能力（情報モラルを含む。）について、各教科等の特性に応じた指導事例を理

解し、基礎的な指導法を身に付けている。 
 

３） 
児童に情報通信機器の基本的な操作を身に付けさせるための指導法を身に付けてい

る。※小学校教諭 
 

 



情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
実教出版：2023年2月上旬発刊，128p，（予定）

情報技術の発展で変動していく社会で生きる子どもたちに求められる能力
について考え，主体的・対話的で深い学びの実現に資する情報通信技術の
活用など，教育の情報化の意義や在り方について学ぶ。



情報教育及び情報活用能力の考え方の変化について歴史的経緯とともにまとめ，
現在の学習指導要領における定義と位置付けについて説明する。次に，情報活
用能力の内容を示すとともに，発達段階に応じて育成すること，及び教科横断
的に育成することの重要性について述べる。



教員に求められるICT を活用した指導力と育成を目指す資質能力について，
学習場面ごとに分類し，ICT を効果的に活用した指導事例や基本的な指導法
について示す。また，「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」
1）の実現やSTEAM 教育2）による教科横断的なアプローチで問題を発見し
解決策を考える「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善を目
指す。なお，ICT を単に利用するだけでなく，活用することで「どのような
学びの効果が期待できるのか」「どのような力が育成されるのか」を明確に
する必要がある。



教育のデジタル化のミッションは「誰もが，いつでもどこからでも，誰と
でも，自分らしく学べる社会」の実現であり，そのためには教育データの
①スコープ（範囲），②品質，③組み合わせ，の拡大・充実により，教育
の質を向上させることが大切である。



情報モラルに関連する情報倫理や道徳との関係について述べ，情報モラル
教育の考え方を示す。また，体系的な情報モラル教育やデジタル・シティ
ズンシシップ教育について説明する。さらに，情報モラル教育ための必要
な知識や実施のための連携の重要性について示した後，教科等の特性に応
じた情報モラルの指導事例，基礎的な指導法について記述する。



まず支援技術とユニバーサルデザインについて説明し，次に，デジタル教
科書に代表されるICT 活用による合理的配慮をまとめる。最後に，学習指
導要領における特別な支援を必要とする子どもたちへの配慮について説明
する。



学校の教員の仕事は授業と校務に大別される。この章では，校務の内容につ
いて整理し，これを情報化するためのプロセスとメリットについて述べると
ともに，外部人材との連携によるICT 環境の整備の在り方について述べる。



学校の教員の仕事は授業と校務に大別される。この章では，校務の内容につ
いて整理し，これを情報化するためのプロセスとメリットについて述べると
ともに，外部人材との連携によるICT 環境の整備の在り方について述べる。



遠隔・オンライン教育の意義や分類について説明したのち，遠隔教育に関連
するシステム，GIGA スクールで利用されているサービスの概要について述
べる。また，オンライン教育での利用，オンライン学習の学びの実践事例に
ついて述べる。



巻末資料

付録１：教職課程コアカリキュラム
・小・中・高等学校教諭の免許状取得のための科目と単位

・「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の到達目標

・「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」のコアカリ
キュラムと授業計画例

付録２：教員のICT活用指導力チェックリスト

・チェック項目と選択肢の定義



「ICTを活用した教育に関する検討会」

鹿野利春、佐藤万寿美、高橋参吉、高橋朋子、西野和典、西端律子

（敬称略、50音順）

2021年9月に検討会を立ち上げ
・科目準備の状況調査

・学習内容の検討、及び教材開発の準備，教材（教科書）の作成

2023年2月に発売予定
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